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人口の動き

10月 1日 現 在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 3，7 7 6 + 123 
3 0，6 4 0 十 50
3 3，1 3 6 十 73
1 7，6 7 2 + 49 
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:・県下ーの・・・・・・:

:...お母さんたち・:
• • 

中央地区婦人会

第四団長崎県地域婦人バレーボーJレ大会が

10月14日、長崎市の国際体育館で聞かれ、本

市の代表が決勝戦で壱岐チームを敗り、 見

事'優勝，しました。

乙の大会は、県内の婦人会会員、 7市 8郡

の代表17チームが参加して行われたもので、

本市からは中央地区婦人会(松井良子会長〉

が出場、お母さんたちの強いと乙ろを十分発

揮されたようです。

1l1I11I1II1I11I1I1II1II1I1I1I1II1I1II1Italllllllllll1l1l11ll1l1l1l¥111111111111111111111111111111111111111111111111111 111111111111111 11111111111111 111111 111111 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111111111"11111 1 illllllllllll 

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社

O 

こ

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、

O 
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、体育

し

目、

参

球

市
民
球
技
大
会
が
行
わ
れ
、
地
区

予
選
を
勝
抜
い
て
き
た
二
十
三
チ

ー
ム
(
男
子
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
十

二
チ
l
ム
、
女
子
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
十
一
チ
l
ム
)
が
出
場
、
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
で
は
、
永
年
に

わ
た
り
社
会
体
育
の
普
及
・
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
人
と
優
秀
な
成
績

を
収
め
ら
れ
た
選
手
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

試
合
の
結
果
及
び
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〕
男
子

三準優
優

位勝勝

桜
馬
場
第
一

ム『，官同

乾
馬
場
、
久
原
団
地

の

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕
女
子

優

勝

準
優
勝

沖植
田松

「
体
育
の
日
」
の
十
月
十
日
、

補
助
グ
ラ
ン
ド
、
市
民
体
育
館
で

時

局

講

演

会

…

「
日
本
の
進
路
を
語
る
」

〈

日

時

十

一

月

十

六

日

講

師

重

光

晶

前

駐

ソ

大

使

主
催
社
団
法
人
・

国
民
外
交

午
後
七
時
か
ら

協
会

一
場
所
中
地
区
公
民
館

後
援
大
村
市
、

市
教
育
委
員
一

山

潰

題

「

こ

れ

か

ら

の

ソ

連

」

会

※ 

位

隆
平
下

〔
社
会
体
育
功
労
者
〕

川
瀬
銀
市
さ
ん
(
相
撲
)

松
崎
重
雄
さ
ん
(
軟
式
庭
球
)

今
井
政
三
さ
ん
(
柔
道
)

松
尾
義
明
さ
ん
(
弓
道
)

中
島
泰
ニ
さ
ん
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)

森
上
吉
郎
さ
ん
(
軟
式
庭
球
)

森
一
郎
さ
ん
(
剣
道
)

奥
村
善
次
郎
さ
ん
(
陸
上
競
技
)

森
一
永
裕
幸
さ
ん
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

有
本
信
雄
さ
ん
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

松
来
光
生
さ
ん
(
野
球
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
賞
〕

マ
個
人
の
部
ム

中
島
泰
二
さ
ん

今
年
二
月
四
日
・
五
日
に
開
催

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

さ
れ
た
全
九
州
社
会
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
五
十
歳
代
で
優

勝
遠
岳
伊
佐
雄
さ
ん

今
年
の
九
州
大
会
(
シ
ン
グ
ル

ス
カ
ル
)
で

一
位
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
(
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
)
で

五
位
、
長
野
国
体
(
シ
ン
グ
ル

ス
カ
ル
)
で
三
位

マ
団
体
の
部
A

天
真
道
場
全
日
本

高木市長による始球式

大
.6. 

= 
出
場
チ

ム

(
剣
道
)

今
年
六
月
四
日

に
開
催
さ
れ
た

県
大
会
で
優
勝

ナイスサーフ

八
月
二
十
日
に

開
催
さ
れ
た
第

十
三
回
全
日
本

少
年
剣
道
大
会

で
準
優
勝

郡
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

昨
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
長
崎

県
第
四
回
少
年
大
会
で
優
勝
、

昨
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
西
日

本
大
会
(
大
阪
)
に
出
場
、
今

年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
長
崎
県

第
五
回
少
年
大
会
で
優
勝
.
今

年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
西
日
本

大
会
(
大
阪
)
に
出
場

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

一.0
0

0

0

0

一

一

長

崎

新

幹

線

一

一

促

進

期

成

会

に

入

ろ

う

一

一

長

崎

新
幹
線
の
建
設
は
、
本
新
幹
線
の
早
期
実
現
の
た
め
一

一
市
の
発
展
に
欠
く
乙
と
の
で
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
一

一
な
い
も
の
で
あ
り
、

市

民

の

多

願

い

し

ま

す

。

一

-
年
の
念
願
で
す
。

な
お
、
入
会
金
は
無
料
で
、
一

一

そ

の

た
め、

市
民
の
総
意
と
入
会
申
込
書
は
後
日
各
家
庭
へ
一

-
総
力
を
結
集
し
て
早
期

実

現

を

お

届
け
し

ま

す

。

一

一
図
る
意
味
で
、
今
年
七
月
七
日
※
詳
し
い
こ
と
は
市
企
画
部
へ
一

一
に
長
崎
新
幹
線
建
設
大
村
市
促

一

一
進
期
成

会

寝

室

号

、

運

ふ

ぺ

ギ

~、

-

一
動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

¥
a
i川
、

、

一

一
に
市
民
の

熱

意

を

表

わ

す

た

め

/

下

山

吋

、

、

一

一
個
人
会
員
の
入
会
運
動
を
十
一
一

J
Y
P
N
¥
¥

一

一
月
ま
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

メ

バ

泳

、

一

↑
ま
し
た

。

ー

一

個

l 人

約事
税業

税

の
に

ど

協

力

を

l

i
l
l
1

L

十
一
月
三
十
日
は
、
個
人
事
業

税
第
二
期
分
の
納
期
限
で
す
。

納
付
書
は
お
手
も
と
に
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で

に
お
近
く
の
銀
行
か
郵
便
局
な
ど

に
納
め
て
下
さ
い
。

期
岐
が
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
な

ど
無
駄
な
費
用
が
か
さ
み
ま
す
。

な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
未
加
入
の
人

は
こ
の
際
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お

す
す
め
ん
ま
す
。

※
連
絡
は
諌
早
県
税
事
務
所
へ

電
諌
早
②

1
0
0
一O

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

IL' 

新
し
い
話
、
、
、
リ
映
画

フ

イ
ノレ

ム

を
貸
出
し

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

大
切
に
ど
活
用
下
さ
い
。

-
手
作
り
遊
び
と
子
ど
も
の
手

(
家
庭
教
育
)

-
育
ち
ゆ
く
心
(
家
庭
教
育
)

-
嫁
姑
の
き
ず
な
を
考
え
る
(
青

年
、
婦
人
)

・
母
と
子
の
心
が
か
よ
う
と
き

(
成
人
、
母
親
)

・
あ
な
た
も
い
つ
か
老
人
に
(
成

人
、
青
年
)

・
こ
ん
に
ち
は
お
隣
さ
ん
(
成
人

婦
人
)

-
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
帰
ヮ
て
き
た

(
高
齢
者
、
成
人
、
婦
人
、
青

年
)

・
ダ
ジ
プ
の
母
さ
ん
と
六
人
の
子

ど
も
た
ち
(
小
学
中
・
高
学
年

成
人
)

-
イ
ル
カ
と
少
年
(
小
学
生
)

-
夕
日
の
し
ず
む
ま
で
(
児
童
)

・
乙
ぶ
と
り
爺
さ
ん
(
幼
児
、
児

童一)

・
虹
に
向
っ
て
(
児
童
、
成
人
)

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

l
(
蜜
②
l
二
四
六
九
)
へ

一

新

町

名

町

界

図

ヤ

実

費

で

頒

布

し

ま

す

一

川
竹
松
地
区
、
西
大
村
地
区
の
町
名
町
界
整
理
室
へ
お
申
込
み

d

吋
町
名
町
界
の
整
理
を
行
い
ま
し
下
さ
い
。

A

規

格

縮

尺

一

万

分

の

一

へ

〉
た
が
新
町
名
町
界
図
を
作
成
し

縦

八

五

明

ハ

ん

ま

し

た

。

横

八

九

・

五

叩

一

~
実
費
で
領
布
し
ま
す
の
で
、
頒
布
価
格
一
部
二
百
二
十
円
一

で

す
「福祉年金証書をつ

」一一交付します三」

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

さ
き
に
預
り

ま
し
た
年
金
証

書

(
老
齢
、
障

害
、
母
子
)
を

次
の
と
お
り
交

付
し
ま
す
。

交
付
期
間

十

一
月
十
一
日

ー
二
十
二
日

交
付
場
所
保
険
年
金
課
ま
た
は

各
出
張
所
(
た
だ
し
新
城
と
荒

瀬
地
区
の
人
は
保
険
年
金
課
へ

お
い
で
下
さ
い
)

持
参
す
る
も
の
保
管
証
、
印
鑑

※
な
お
、
九
月
に
な
っ
て
か
ら
年

金
証
書
を
提
出
さ
れ
た
人
は
、

別
途
通
知
し
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

ア O

。C
0

0

0

0

レ

ビ

番

組

紹

介

。
き
ょ
う
の
健
康
・
あ
す
の
年
金
日
社
会
保
険
庁
提
供

放
送
局

K
T
N
テ
レ
ビ
長
崎

放
送
日
時
十
二
月
三
十
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
午
前
八
時

t
八
時

十
五
分

。

国

民

年

金

の

特

例

納

付

日
政
府
広
報

放
送
局

N
B
C
長
崎
放
送

放
送
日
時
十
一
月
九
日
午
前
十

一
時
I
十
一
時
三
十
分
の

「
明
日
を
創
る
」

の
番
組
中

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

?
/
/
ー
も
れ
グ
1
1
グ

{
1
グ
1
1ド

d
qも
J
q
t
r
d
T
A
、!

i

ゲ

ー
福
祉
年
金
受
給
者
の
た
め
に

;

l

J

一

I
l
l
1

特
別
な
定
期
郵
便
貯
金

ー

郵
便
局
で
は
、
福
祉
年
金
受
給

者
の
利
益
増
進
の
た
め
特
別
な
定

期
郵
便
貯
金
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す。取
担
期
間
十
一

月
二
十
日
ま
で

対
象
者
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

一
お
年
玉
っ
き
年
賀
ハ
ガ
キ

-

n

月

6

-
今
年
も
年
賀
状
を
準
備
す
る

一
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

一
お
世
話
に
な
っ
た
人
や
友
人

~
知
人
な
ど
へ
、
今
年
も
ぜ
ひ
年

一
賀
状
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

一
準
備
に
当
つ
て
は

…

ω暑
中
見
舞
状
、
転
勤
・
転
居

一

の

挨

拶
状
、
新
住
居
表
示
実

福
祉
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
、

老
齢
特
別
手
当
、
児
童
手
当
、

特
別
児
童
手
当
な
ど
の
受
給
者

預
入
金
額
一
人
百
万
円
ま
で

施
の
通
知
状
な
ど
に
よ
り
住
一

所
録
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。
一

凶
新
し
く
住
居
表
示
制
度
が
実
一

施
さ
れ
た
地
域
、
ま
た
は
近
一

く
実
施
さ
れ
る
地
域
に
お
住
-

い
の
人
は
年
賀
状
に
そ
の
旨
一

を
付
記
し
ま
し
ょ
う
。
一

(
大
村
郵
便
局
)
一

日

か

ら

発

売

預
入
期
間
一
年
間

利
率
年
六
・
七
五
銘

※
詳
し
く
は
郵
便
局
窓
口
へ

(
大
村
郵
便
局
)

最

低

賃

金

額

が

改

正

H・1、
、ー

長
崎
県
内
に
お
け
る
最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
，
ま
し
た
。

今
後
、
乙
の
最
低
賃
金
額
に
満

た
な
い
金
額
で
労
働
者
を
使
用
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ

長い
崎 。

県
最
低
賃
金

注

意

さ

い

下
一
日

二
千
二
百
二
十
七
円

一
時
間
二
百
八
十
円

発
行
月
日
十
月
三
十
日
、

※
詳
し
く
は
お
近
く
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
長
崎
労
働
基
準

局
賃
金
課

。(
富
長
崎
⑬
|
六
三

四
六
)
へ
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(4) 

お

し

ら

せ

一一
建
一
射
と
犠
諺

-
1歳
6
力
月
児
検
診

乙
の
時
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代

を
卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成

長
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
二
年
四
月
生
れ

の
人
で
す
が
、
同
年
二
月
か
ら

三
月
生
れ
で
、
ま
だ
検
診
を
受

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て

下
さ
い
。十

一
月
十
四
日
・
十
七
日

日
時

11月の日曜・祭日当番医(一部変更)

亘言語雇再雇「雇百玄 IF弄在函丁電言

31内 科|藤井内科|東本町 !?3878
1内 科毛利医院|ーの郷 15-8517I I j -L... 'T'J ~ i'..Jl.J I v-'7.P.1-I I 

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。生

後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

5外 科山道医院

中化司市野医院|
外・内科田崎医院

イl、児科l出口医 院|
1内・外科 原 医院

今凶医院|問問
23 産婦人科 中央産婦人科杭出津郷2-3850

lト2乍|同内 膚 科 朝長叩1 1干暗問町官引引い百引酢|h!2 也
科佐伯医院武部 2-4330

※ 

み
ん
な
の
貯
蓄
で
明
る
い
社
会

-
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

(
市
外
へ
の
通
学
生
)

午前9時~午後 6時

県
知
事
告
示
に
よ
り
、
市
内
の

保
育
所
児
(
三
歳
以
上
)
か
ら
高

校
生
ま
で
の
集
団
生
活
を
営
む
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
そ
の
保

育
所
・
学
校
で
予
防
接
種
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
市
外
へ
の
通
学
生

で
他
市
町
村
の
学
校
で
接
種
が
で

き
な
い
生
徒
に
対
し
て
は
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

日
程第

一
回
目
十
一
月
九
日

第
二
回
目
十
一
月
二
十
二
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か

ら
三
時
ま
で

料

金

無

料

診療時間

歳
末
特
別
貯
蓄
運
動

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

-
婦
人
科
検
診
の
結
果

(
子
宮
・
乳
ガ
ン
)

八
月
と
九
月
に
実
施
し
た
婦
人

科
検
診
の
結
果
で
す
が
、
十
月
二

十
日
ま
で
に
通
知
が
な
か
っ
た
人

は
『
異
常
な
し
』
で
し
た
。

議

曹

会

-
車
球
技
術
講
習
会

大
村
卓
球
協
会
で
は
、
中
学
生

高
校
生
・
一
般
・
初
心
者
を
対
象

と
し
た
卓
球
技
術
講
習
会
を
聞
き

ま
す
。多

数
お
集
り
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
十
二
日
(
日
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
市
民
体
育
館

講
師
小
園
江
慶
二
選
手

受

講

料

中

学

生

百

円

高
校
・
一
般
二
百
円

※
参
加
希
望
者
は
、
卓
球
が
で
き

る
服
装
で
会
場
に
お
い
で
下
さ

-
市
長
杯
争
奪

車
球
大
会
成
績

十
月
八
日
市
民
体
育
館
で
卓
球

協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

…

通

行

止

め

に

ご

協

力

を

一

一

市

は

、

下

水

道

工

事

の

た

め

(

建

設

大

学

校

裏

)

一

い
次
の
と
お
り
車
両
の
通
行
を
制
期
間
来
年
三
月
ム
十
五
日
ま

V

F

限
し

て

い

ま

す

。

で

A

…

市

民
の

皆

さ

ん

、

特

に

周

辺

制

限

全

面

通

行

止

め

一

、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ど
迷
@
桜
馬
場
都
市
下
水
路
工
事
、

一
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ど
協
場
所
桜
馬
場
一
丁
目
(
桜
一

V

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

馬

場

保

育

所

横

)

》

…
@
黒
丸
都
市
下
水
路
工
事
期
間
十
二
月
二
十
八
日
ま
…

L

場

所

黒

丸

町

及

び

宮

小

路

で

一

め

~

三

丁

目

二

0
0
0番
地

先

制

限

全

面

通

行

止

め

~

v

、，.、，‘、‘、.、，、.，、，‘‘‘、‘、，、.，、，‘‘‘、、、，、.，、.‘•. 
、、、‘，、.，、.‘.、、、、，、
.e
、.‘.、‘、札

〈
一
般
男
子
A
V
①
樋
上
隆
昭
②

森
光
正
③
原
口
茂
、
松
島
猛

八

一
般
男
子
B
〉
①
鬼
塚
卓
朗
③

福
田
稔
③
中
村
岡
生
、
亀
井
武
士

〈
壮
年
〉
①
開
田
厚
②
安
井
正
行

③
吉
原
稔
、
前
田
秀
征

〈

一
般
女
子
〉
①
木
谷
祥
子
②
三

浦
康
子
③
宮
原
裕
子
、
樋
谷
京
子

〈
婦
人
〉
①
松
尾
保
子
②
池
田
カ

デ
③
増
元
マ
ス
子

〈
高
校
男
子
〉
①
岸
本
靖
司
②
樋

口
芳
次
③
中
村
正
喜
、
藤
川
弘
樹

〈
高
校
女
子
〉
①
天
野
和
子
②
中

山
斗
志
子
@
本
竹
加
代
子

ハ
中
学
男
子
〉
①
有
本
清
隆
②
山

口
憲
一
③
土
屋
真
二
、
小
堺
鑑
仁

八
中
学
女
子
〉
①
藤
本
淑
子
②
倉

日
月
何
日
1
ロ
月
別
日

石
あ
ず
ま
③
江
上
詠
子
、
河
野
純

子-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

実
業
団
大
会

マ
マ
さ
ん
大
会
成
績

十
月
十
五
日
市
民
体
育
館
で
パ

ド
ミ
ン
ト
ジ
協
会
の
主
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

〈
実
業
団
大
会
〉
①
水
曜
ク
ラ
ブ

②
市
役
所
③
大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

〈
マ
マ
さ
ん
大
会
〉
①
山
崎
イ
ク

ヨ
・
福
田
ユ
リ
子
②
佐
藤
智
恵
子

中
村
マ
サ
③
石
橋
ハ
ル
子
・
森
房

子
、
早
水
謄
子
・
梶
山
統
子
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※ 

日

月

は

市

県

民

税

期

分

募

集

-
県
央
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
吏
員

十

一
月
六
日

t
二
十

一
日

(筆
記
試
験
)

十
一
月
二
十
八
日

採
用
予
定
人
員
若
干
名

採
用
期
日

五
十
四
年
度
中

受
験
資
格

〔
年
齢
〕

o

高
卒
者

1
昭
和
三
十

四
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
六

年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

。
短
大
及
び
大
卒
者
H

昭
和
三

十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

受
付
期
間

一
次
試
験

; 萱
1 日 言己
i 時相

(談
十毎
一月
月第
十二
日金

曜
日

れ
た
男
子

〔
身
体
〕
身
長
H

一
六
三
叩
以

上
、
胸
閉
H

身
長
の
二
分
の
一

以
上
、
体
重
H

五
O
旬
以
上
、

視
力
H
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が

0
・
八
以
上
で
弁
色
力
正
常
な

こ
と
、
そ
の
ほ
か
聴
力、

梶
力

肺
活
量
な
ど
が
あ
り
ま
す

※
申
込
用
紙
や
詳
し
い
こ
と
は
県

央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消

防
本
部

(
雷
諌
早
②
|
O

二

九
)
ま
た
は
大
村
消
防
署
(
曾

②
l
四
一
三
八
〉
へ

-
県
勤
労
者

美
術
展
の
作
品

種
目

絵
画

(洋
画
、
日
本
画

南
画
)
、

書
、
写
真

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午
一

法

律

相

談

一

(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
・

日
時

、十

一

月

十

六

日

…

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後

一

|主主j
行
政
相
談

(
毎
月
第
二
木
曜
日
)

日
時
十
一
月
九
日

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

時

• 
国

民

健

康

保

険

税

四

期

分

出
品
資
格
県
内
に
居
住
し
、
か

っ
、
県
内
に
勤
務
先
を
有
す
る

勤
労
者
(
出
品
種
目
を
職
業
と

す
る
者
を
除
く
)

出
品
点
数

各
種
目
と
も
自
作
未

発
表
の
も
の
で
一
人
一

点

出
品
料

無
料

出
品
申
込
み
と
作
品
の
搬
入

来
年

一
月
五
日

t
十
日
ま
で
に

長
崎
労
政
事
務
所
(
県
勤
労
福

祉
会
館
内
)
、
佐
世
保
労
政
事

務
所

(
佐
世
保
市
勤
労
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
)

会
場
と
会
期

O
長
崎
会
場
(
長
崎
玉
屋
デ
パ

l

ト
)
来
年
二
月
二
日

t
六
日

。
佐
世
保
会
場
(
佐
世
保
玉
屋
デ

パ
ー
ト
)
来
年
二
月
十
六
日

l

二
十
日

※
詳
し
く
は
県
労
政
福
祉
課

(曾

長
崎
@
l
一
一
一

一
・
内
線
二

七
二
ニ
)
へ

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選

手

資
格
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人

-
視
力
裸
眼
一

・
二
以
上
(
両

眼
共
、
色
盲
不
可
)

上

一

三

O
以
下

下
八
O
以
下

-
血
圧

一
七

O
明
以
下

・
体
重

六

O
同
以
下

募
集
締
切
日
十
二
月
三
日

十
二
月
七
日

-
身
長

推
選
試
験
日

養
成
期
間

一
カ
年

提
出
書
類
・

受
験
申
請
書

(競
走

会
に
あ
り
ま
す
)

・
写
真
三
枚

(
タ
テ
五
伺

・
ヨ
コ

四
叩
)
ス
ピ
ー
ド
写
真
不
可

.
履
歴
書

※
詳
し
く
は
社
団
法
人

・
長
崎
県

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
へ

玖
島
郷

一
五

電
②
|
六

一
九
四

-1級
技
能
士
訓
練
課
程

通
信
制
訓
練
受
講
者

訓
練
科
目

機
械
加
工
科
、
仕
上

げ
科、

板
金
科
、
配
管
科

訓
練
期
間

標
準

一
カ
年

訓
練
開
始
日

受
講
許
可
を
受
け

受
講
手
続
き
を
完
了
し
た
且
の

翌
月
の
一
日

受
講
料

八
千
円

特

典

一

級
技
能
検
定
学
科
試
験

免
除

※
詳
し
く
は

諌
早
市
小
船
越
町

一
一
一
三

長
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

電
諌
早
②
|
二

三
二
三

の

納

期

月

で

す

耳

11 と
午 月

仁3

後 18 葉
福 1 日 の
祉 時(

i 土木目
、--'セ

3 三ログ党火'( 

ン 時
日

タ

計

量

の

定

期

検

査

器

け

月

6

17 

日

日

計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
商
庖

・
学
校

・
病
院

・

官
公
署
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る

計
量
器
(
商
取
引

・
証
明
な
ど
)

は
も
れ
な
く
検
査
を
受
け
て
下
さ

な
お
、
当
日
は
印
鑑
、
手
数
料

(指
示
ば
か
り
二
十
同
ま
で

一
台

百
円
)
を
ど
持
参
下
さ
い。

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

計 量 器 定 期 検査日程

月 場 所 |時 間

11/6 今 村 公民館 10:00......12:00 
= 浦出張所 13:00""""15:00 

山 l農協 鈴 田支所lM~M
大多武婦 人ホーム 13:00......15:00 

1川 |菅瀬出張所 10:00""""12:00 
農協 萱瀬 支 所 13:00......15:00 

11/ 9 竹松出 張 所 10:00""""12:00 
11/10 13:00......15:00 

11/13 松 原出張 所 10:00-12:00 
福重出張 所 13: 00 -15: 00 

11/14 諏訪公民館
10:00......12:00 

1~ : 00.......1 5: 00 

11/15 I甲地区公 民 館 ，ペシ'

11/16 市 民 会 館 d 

」立立|市 役 所 ，向日，
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-8ミ
り

自
作
映
画
鑑
賞
会

毎
年
.
大
変
好
評
の

8
ミ
リ
自

作
映
画
鑑
賞
会
を
今
年
も
「
長
崎

8
ミ
リ
ク
ラ
ブ
」
の
ど
協
力
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

鑑
賞
希
望
者
は
お
申
込
み
下
さ

日
時

十
一
月
十
四
日

午
後
七
時
l
九
時

作
品
名

ω長
崎
の
観
光
ガ
イ
ド

さ
ん
(
九
分
V

ω壱
岐
か
け
め
ぐ
り
(
十
一

分
)

問
浦
上
の
祈
り
(十
二
分
)

凶
旅
、
そ
の
日
そ
の
日
〈
十
八
分
)

ωび
い
ど
ろ
奉
納
(
十
二
分
)

r...._...._...._...._...._...._...._...._...._...._1 

附
海
と
男
た
ち
の
詩
(二
十
八
分
)

申
込
電
話
で
中
央
公
民
館

へ

電
②
l
四
三
二
一

-
フ
ォ
l
ケ
ダ
ン
ス
と

み
ん
よ
う
の
集
い

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
手
に
手
を
つ

な
ぎ
、
友
情
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し

ょ・っ。

十
一
月
十
六
日

午
前
十
時
l
正
午

場
所
市
民
体
育
館

対

象

一

般
婦
人

照
装
運
動
し
や
す
い
服
装
、
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ

講
師
体
育
指
導
委
員

白
浜
千
寿
子
先
生

婦
人
健
康
ク
ラ
ブ

無
料

日
時

主
催

入
場
料

申
込

当
日
自
由
参
加

…

臨
圃

E

一

…

幕

末

期

衣

裳

展

…

…

一

園
田
酷
臨
置
贋
曙
H1

市

立

史

料

館

一

回

副

田

園

園

圃

「

一

大
村
家
で
着
用
さ
れ
た
衣
裳
、
場
所
市
立
史
料
館
展
示
室
一

・
・
司
・
・
・
・
同

一一
御
砲
、
大
紋
、
表
着
打
掛
や
藩
主

期

間

十

一
月

一日

t
十
二
月
二
一

三

・
置
・
E
E
E圃
・
・
明
書
週
tJ
ム

-

t

圃

圃

司

ー

…
が

使

用

さ

れ

た

家

紋

入

汁

器

な

ど

十

七

日

一

『

・
・
・
圃
圃
圏

一
五
十
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

入

館

料

無
料

一

一

圃

圃

甲

…

多
数
ご
参
観
下
さ
い
。

(

写
真
は
展
示
中
の
大
較
二

-
大
村
ギ
タ

l
合
奏
団

第
フ
固
定
期
演
奏
会

日
時

十
一
月
十
八
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館
大
ホ
l
ル

場
所

ご
寄
付

ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

敬
称
略

社
会
福
祉
事
業
費
へ

マ
鶴
清
己

(
玖
島
郷
・
亡
妻
ス

ヱ
カ
)
五
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
丸
山
照
雄

(池
田
新
町
・
亡

二
男
豊
明
)
五
万
円
を
み
さ
か

え
の
園
む
つ
み
の
家
へ

市
立
病
院
事
業
へ

マ
岡
崎
学

(
日
泊
郷
・
亡
父
解

雄
)
五
万
円

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

二
万
七
千
百
五
十
五
円
を
大
村

子
供
の
家
へ

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
l
演
奏

(独
奏
、
二
重
奏
、
合
奏
)

賛
助
出
演
山
下
和
仁
さ
ん

(
国
際
ギ
タ
l
三
冠
王
)

入
場
料
一
般
成
人

五
百
円

小
・
中
・
高
生
四
百
円

内
円・宅、

合清
和
国
へ

マ
陣
内
京
子

(
古
町
二
丁
目
)

チ
リ
紙
三
十
六
メ

マ
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
長
崎
県
第
七
団
(
三

十
八
人
)
慰
問
と
雑
巾
二
十
四

枚
ほ
か

マ
市
野
茂
二
(
桑
名

市
)
三
万
円

マ
西
村
愛
子

(西
宮
市
)
一
万
円

主
催

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

市
教
育
委
員
会

中
島
治
之
さ
ん

後
援

連
絡
先

雷
③
l
九
三
六

-
不
動
産
無
料
相
談
所

(
社
)
長
崎
県
宅
地
建
物
取
引
業

大
村
支
部
で
は
、
不
動
産
の
諸
問

題
に
つ
い
て
無
料
相
談
所
を
開
催

し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
十
一

月
十
一
日

午
前
十
時

t
午
後
四
時

場

所

市

民
会
館
三
階
大
会
議
室

相
談
員
(
県
)
諌
早
土
木
事
務
所

建
築
課
長
ほ
か
、
〈
市
〉
建
築
係

長
ほ
か
、
宅
建
協
会
員

-
大
村
寒
蘭
展
示
会

十
一
月
十
一
日
・
十
二
日

午
前
九
時
1
午
後
五
時

場
所

労
働
会
館

主

催

肥

前
大
村
寒
蘭
愛
好
会

※
詳
し
く
は
肥
前
大
村
寒
蘭
愛
好

会
事
務
所
(
下
久
原
四

O
O
l

六
・
曾
③
l
九
二
二
四
・
田
中

宅
)
へ

日
時-第

M
回
大
村
市

珠
算
競
技
大
会
成
績

九
月
十
五
日
大
村
商
工
会
議
所

で
大
村
商
工
会
議
所
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

団
体
総
合

二
般
・
高
校
の
部
〕
①
諌
早
尚

業
②
向
陽
高
校
③
諌
早
商
業

〔中
学
校
の
部
〕
①
竹
松
塾
②
中

村
塾
③
田
中
塾

〔小
学
校
の
部
〕
①
中
村
塾
②
田

中
塾
③
中
村
塾

個
人
総
合

こ
般
・
高
校
の
部
〕

①
山
内
礼

子
②
下
田
芳
子
、
中
村
寿
美
子
③

佐
竹
圭
子
、
今
村
睦
子
、
東
場
千

鶴
香
〔
中
学
校
の
部
〕

①
原
口
順

子
②
菊
田
朋
美
、
江
越
智
佐
美
③

田
中
和
美
、
田
中
史
乃
、
小
川
ま

ゆ
み
〔
小
学
校
の
部
〕
①
松
尾
洋

子
②
本
多
照
美
、
田
中
ち
か
乙
③

内
田
照
彦
、
富
永
弥
寿
子
、
村
田

由
美
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